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Scopus (2)

検索例を前号に引き続き紹介する。

前号でガスクロマトグラフィーについての検索結果を

グラフ表示で分析した（前号図 3）。グラフの著者名タ

ブをクリックすれば，この手法を使って多くの論文を発

表している著者のリストが表示される。これらの著者

は，名前の表記のさまざまなバリエーションの名寄せが

行われている（図 4）。このグラフ表示による分析では

その研究論文を多く発表している研究機関を多い順に見

ることも可能である。検索キーワードを手法ではなく，

研究テーマとした場合，共同研究先の候補探しや，大学

院進学先等の候補探しにも有用な情報となる。検索結果

には，Methods in Enzymology 等の有用な書籍情報も

含まれている。各レコードには，論文タイトル，著者情

報，アブストラクト，キーワードや参考文献情報が記載

されている。CAS 登録番号や Reaxys 由来の化合物，

反応式情報も存在する場合には表示される。画面の右上

には，この論文を参考文献として使用した文献の最新 2

件の情報とその総数，リストへのリンクが表示されてい

る。特許やウェブに引用されている場合は，そのリンク

も表示される。Altmetric for Scopus というアプリケー

ションも搭載しているため，ソーシャルメディアや文献

管理ツール Mendeley 上での反応を定量的にみる8)こと

も可能である（図 5）。

4･2 著者名検索“Negishi, E”

Scopus は著者名での検索も至極簡便に行うことがで

きる。例として，ノーベル賞受賞者の根岸英一先生を検

索してみる。イニシャルを用いての検索でも，検索結果

が論文数の多い順に示され，かつ所属機関も同時に表示

されるため，目的の著者の文献を探すことが容易である。

Negishi, E. I., Negishi, Eiichi, Negishi, E., など，検索す

るときには悩ましい表記のバリエーションもひとまとめ

にしてある（図 6）。著者の ID が分かれていた場合や，

他の論文が混ざっていた場合の修正申請に便利なウィ

ザードも用意されている。

4･3 Reaxys との連携例

根岸先生の著作の中で 1996 年以降 4 番目に多く引用

されている Journal of Organic Chemistry 誌に掲載された

論文9)には，Reaxys 由来の化合物，反応式の情報も搭

載されている（図 7）。リンクをクリックすると，構造

式や反応式，反応条件などが確認可能である（図 8）。

さらに，Reaxys の契約がある機関のネットワーク内か

らであれば，リンクから Reaxys にアクセスし，より詳

細な実測物性値や反応条件，出典情報などさらなる調査

が可能となる。

5 使用条件

大学や企業など，機関単位で契約できる有料データ
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ベースである。契約機関のネットワーク内からであれ

ば，ユーザー登録なしに 24 時間/365 日の使用が可能で

ある。リモート用 ID/パスワードや，GakuNin（機関・

出版社が相互に認証連携を行う学術認証フェデレーショ

ン)10)によるリモートアクセスにも対応している。

6 問い合わせ先

エルゼビア・ジャパン株式会社 〒1060044 東京都

港区東麻布 1915 東麻布一丁目ビル 4 階

Tel: 0355615034（代表）jp.pr＠elsevier.com
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